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文責：校長 藤谷 寛

令和７年度、浅内小学校が150回目の春を迎えました。新任式では、春を待っていた49の若い芽が、

輝く瞳と美しい歌声で新任者を迎え入れてくれました。心温まる時を過ごし、素晴らしい学校に赴任

した大きな喜びを感じています。

新任式では、児童代表として６年平＊＊＊さんが、新任者に歓迎の言葉を話してくれました。

ようこそ、浅内小学校においでくださいました。

浅内小学校は、緑豊かで自然に囲まれたとてもすてきな

学校です。特に、メディアセンターからは、浅内沼がきれ

いに見えて最高です。また、秋田杉がたくさん使われてい

る校舎は温かい木のぬくもりであふれています。合い言葉は

「浅内小は家族」で、全校が家族のように仲がよいです。

この恵まれた環境の中で、全校で協力しながら学校生活を

送っています。春の運動会や全校遠足、夏のプール開き集会、

秋のマラソン大会やなべっこ会、学習発表会など、楽しい行事がたくさんあります。そして、

今年度は、創立150周年を迎えるので、記念式典も行われます。

これからわたしたちは、この浅内小学校を楽しく、よりよくしていくためにがんばります。

新しくいらした先生方と様々な行事で楽しい思い出を作ったり、一緒に学習したりしてい

くのがとても楽しみです。これから、どうぞよろしくお願いいたします。

◎今年度の職員の紹介

１年松組 髙 ＊ ＊ ＊ ３～６年書写、３・５・
高 ＊ ＊＊＊

２年松組 近 ＊ ＊ ＊ ６年音楽、６年家庭科

２・４年梅組 小 ＊ ＊ 初任者指導教員 嶋 ＊ ＊ ＊

３年松組 塩 ＊ ＊＊＊ Ａ Ｌ Ｔ ト＊＊＊＊

３・５年竹組 白 ＊ ＊ ＊ 特別支援教育支援員 大 ＊ ＊＊＊

３年桜組 相 ＊ ＊ ＊ 特別支援教育支援員 鎌 ＊ ＊

４・５年松組 嶋 ＊ ＊ ＊ 学校図書支援員 伊 ＊ ＊＊＊

６年松組 熊 ＊ ＊ ＊ 心の教育相談員 三 ＊ ＊ ＊

事務職員 袴 ＊ ＊ 事 務 員 児 ＊ ＊＊＊

養護教諭 野 ＊ ＊ ＊ 公 務 員 菅 ＊ ＊

教務主任 工 ＊ ＊ ＊ 教 頭 嵯 ＊ ＊＊＊

４・５年国語、３年算数 松 ＊ ＊ ＊ 校 長 藤 谷 寛

以上のメンバーで１年間がんばっていきます。よろしくお願いいたします。

浅小ＨＰ
合い言葉「浅内小は家族」



◎新任の先生方からのごあいさつです

新任式に引き続き、１学期始業式が行われ、私から次のような提案をしました。

「浅内小は家族」です。家族みんなが充実した毎日を送れるよう、１年間みんなで今日を大切に

過ごしていきたいと思います。

新年度、本校の家族が増えました。４松の三＊＊＊さんです。始業式では全校のみんなに元気にあ

いさつをしてくれましたし、式後の休み時間には友達と元気に遊ぶ姿が見られ、嬉しく思いました。

また、６松の原＊＊＊さんの児童代表あいさつでは、

浅内小の最上級生としての自覚をもち、学習に意欲的

に取り組むことや縦割り班活動での下学年へのお世話

などについて、堂々と発表してくれました。

外はまだ肌寒い曇り空ではありましたが、子どもた

ちのキラキラした目とワクワクした心によって、春で

一杯になった一日となりました。

浅内小学校のみなさんの明るいあいさつ、大きな
歌声に初日から元気をもらいました。「家族」の一
員として、児童が安全に楽しく学校生活ができる
ようにがんばります。よろしくお願いします。

（袴＊）

向能代小から転任の工藤秀悟です。趣味は釣りを

はじめいろいろあります。趣味に関連した物づくり

も好きで、はまってしまうと深いところまでいくこ

とが多々あります。浅内小でも深いところまで関

われるようがんばります。 （工＊）
今日から浅内小学校でお世話になります塩津凌太

朗です。教員１年目ですが、先輩の先生方から多く

のことを学んで成長したいと思います。よろしくお

願いします。（塩＊）

藤里町から通っています。浅内小学校150年目の

家族になれてとてもうれしく思っています。子

供たちが一日一日を、１年を「楽しかった」と

思えるよう、一緒にがんばりたいと思います。

どうぞよろしくおね願いします。（小＊）今年度から支援員として仲間入りさせていただき
ました。子供たちの元気なパワーをもらって、皆さ
ん方のしい学校生活を送れるようにお手伝いをさ
せていただきたいと思います。これからよろしくお
願いします。（鎌＊）

「先生の話をちゃんと聞こう」「友達と仲良くしよう」

「給食を全部食べよう」

大切に生活する方法はいろいろあります。

ぜひ皆さんも、

大切に生活する方法を考えてみてください。

今日が終わると明日が来ます。

明日になるともう今日には戻れません。

「こうすればよかった」「ああ言えばよかった」

と思ってももう戻れません。

だから皆さんには

今日を大切に生活してほしいと思っています。


